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1　はじめに
　学生にとって、臨床実習は知識や看護技術を活用し
て個々の対象に応じて看護を模索しながら看護するこ
との喜びを実感できる場である。それらの体験を通し
て看護することの意義や価値を学び、かっ人間的成長
を育んでいる。これらのことからも看護基礎教育にお
いて、臨床実習の持つ意義は大きい。この臨床実習に
おいて学生が有意義な実習をするかどうかは教師のか
かわり方が大きく影響する。
　今回、実習指導において、受け持ち患者に拒否され
るに至った学生へのかかわりについて、どうしたらよ
いか戸惑った事例についてミーティングで検討してき
た。その結果、教師の一方的な見方でかかわろうとし
ても真の人間理解はできない。また、有効なかかわり
に至らない。そこで、よりよいかかわりをもつにはど
うすればよいかを話し合ってきた。その経過を報告す
る。
ll事例紹介
1．学生について
　1）旧子、2年生
　2）1期実習後期（2年生、9月、3週間）
　　実習目標：入院中の成人期にある人を理解し、主
　　　　　　　に日常生活の援助を通して、看護過程
　　　　　　　の展開の基本を習得する。
　3）実習状況
　実習1～2週目までは、受け持ち患者の所に訪関し
た時は笑顔で接しており関係はとれていた。しかし、
行動計画や看護計画を立てず実習にのぞんだり、1日
の行動計画の調整が終了しても、受け持ち患者の所に
訪室せず廊下でうろうろするという状況であった。
　3週目頃になると受け持ち患者は、放射線治療のこ
とや自宅に残している子供のことを心配し、学生が訪
室してもあまり会話をしないような状況であった。清
拭時に裸にされたままで不足物品を取りにいったたあ、
寒気を感じ不快な思いをいだき、もう学生についてほ
しくないと拒否される状況にいたった。
2．受け持ち患者について
1）［氏　40才　女性
2）病状：右乳癌手術後でリハビリは順調に経過して
　　　　おり、放射線治療開始期。既往歴に喘息あ
　　　　　り。
　　　　放射線治療を開始することに対して、悪い
　　　　症状ではないかと気にしている様子あり。
皿　実習指導の実際
1．指導目標
　1）学生は、可能性を持つ存在であるから、できるだ
け可能性をのばせるように動機づけをしていく。
　2）やる気をおこすよう動機づけしていくために教育
環境を整え、実習しやすいようにスタッフに働きかけ
る。
2．学生と教師のかかわり
　最も気になった二つの場面のかかわり
　1）学生が計画を立てないで実習に望んだ場面
　〈教師のかかわり〉
　行動計画や看護計画を立てず実践しようとする行動
を見て“事前に何も考えて来ないで申し送り中に計画
を立てるなんてやる気があるのだろうか”という思い
で一杯になり行動計画用紙を申し送りの前に集めた。
すると学生は、不満であると言う。そこで、カンファ
レンスを開き、前日にわかる範囲で考えてきて、申し
送りをきいて修正、追加するならともかく、そんな状
態では、いい看護しようという姿勢につながらないの
で計画を立ててくるようにとアドバイスした。看護計
画については病態生理の個別指導を行った。
　2）受け持ち患者から拒否された場面
　〈教師のかかわり〉
　清拭を実施している場面では教師は会議のため不在
になるので、臨床スタッフに依頼して帰校した。次の
日、患者から「清拭の時長い間、裸にされたままで寒
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気を感じた。もう学生にはついてほしくない」そして
「自分は喘息の既往もあるし、体調をこわすと放射線
治療も遅れるし、早く退院しないと子供のことも気が
かりで…」と言うことであった。学生からは何の報告
もなかったので患者からの訴えに驚いた。その後、学
生と面接を行った。学生は、不足物品を取りに行くこ
とだけが頭にあり、患者への配慮まで気がまわらなか
ったということであった。そして「プライベートなこ
とで勉強できない」と言って泣き出した。その内容は
話したくないということで、内容には触れず、患者の
不安な状況などを話し、再び受け持ちできるよう調整
した。
IV　結果、分析
　二つの場面のかかわりの結果、D学生は看護計画を
立てて来た。2）受持ち患者からの拒否に対しては再び
受持ちできるよう調整したが、■子のダラダラしてい
る行動や態度には変化は見られず、患者のことに関心
が向いていないように感じられた。それに対し教師は、
面接してもプライベートな問題で勉強できないという
ことで深くかかわれず、患者の計画をすすめるよう方
向づけし、学生の行動にひそむ内面にはかかわれない
まま実習が終了し、すっきりしない状態であった。
　そこでミーティングに出し検討した。ミーティング
でのメンバーの意見として次のようなアドバイスがあ
った。その要旨をまとめてみると、
　学生に対して
1．看護の意義を見い出せていないのではないか
2．青年期であり、気持が揺れ動いているのではないか
　教師に対して
1．教師の枠で見ているのではないか
2．どういう思いで実習にのぞんでいたのか理解してい
　たか
3．学生がやろうとしていることを先にやってしまって
　はいないカ、
4．やる気のない学生と感じ、評価しているが実習に来
　ている学生をどうみるか
5。カンファレンスの活用をしてみてもよかったのでは
　ないか
6．教師の見方が、態度に目を向ける傾向があるのでは
　ないか
7。教師の見方が、べき論的見方をする傾向があるので
　はないか
8．本質的な人間関係が成立していない
9．学生に気付かせるようにすることが大切
10．看護の魅力を感じさせるかかわり方が大切
　検討経過から明らかになったことは教師の見方であ
る。全然やる気を感じない、指導してもやってこない、
行動がダラダラしているという見方へのこだわりがあ
った。その裏には、学生はやる気があるべきだ、指導
したらやってくるべきだ、拒否されたら反省すべきな
のに反省の様子がない等の考えが潜んでいた。しかし、
やる気がないからと放置できないという思いでかかわ
りをもっている。感情が先行し、学生が何を感じ、何
を求めて行動していたかという真の姿に近づくかかわ
りになっていないということがわかった。それらをま
とめてみると、①べき論的見方、②今感じていること
を大切にしていない、③指導目標は建前で実践に至っ
ていない、等が問題である。では、どうずればよかっ
たか、学生の内的、外的条件をよく見つめ、自分で学
習できるようにしていくことが大切である。それらの
臨床実習指導における基本や基礎教育で目指すものを
再学習し、教育観を充実させていくことが大切である
ということを再確認した。
V　考察
　臨床実習の指導において、私達は学生が看護の喜び
や素晴らしさを感じられるかかわりが必要であると考
えている。そして学生が看護することの価値や意義を
見い出し、主体的な学習が出来ることを願っている。
　今回、事例検討の結果、学生の行動の内面に潜んで
いることに対して、その内面を引き出すようなかかわ
りができなかった。では内面を引き出すようなかかわ
りとはどうしたらよかったか、気になった場面二点に
焦ってまとあてみたい。
　①看護計画を白紙のままで実施しようとしている場
　　面について
　看護計画を立案しないまま患者の援助を行っている
ことに目を向け、個別指導をした点では、学生が患者
を理解しようとする姿勢を培うきっかけになり得ると
思われる。しかし、その時の指導のあり方は、起こっ
た出来事に注目し、計画は立ててくるべきだというべ
き論的対応をしている。その場では無意識の対応をし
ているため気付いていない。教師は自分の言葉が相手
に届いているのか、又、相手がどう感じているのかを
確かめる必要があった。
　②患者から拒否をうけた後の面接の場面について
　この場面では、患者と学生双方の理由を聞く機会を
作っている。そこで学生に患者から拒否をうけたこと
を告げて理由を聞いている。学生は不足物品を取りに
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行くことだけが頭にあり、患者への配慮まで気がまわ
らなかったこと。又、プライベートなことで勉強でき
ないと泣き出し、これ以上話したくないと言った為、
教師は深く話し合えず面接は終っている。教師は、学
生がどんな気持ちでいるか、何を感じているのか、又、
教師の気持ちも伝えて、学生の気持ちを確かめるかか
わりが必要である。
　以上のことより考えられることは、出来事を起こす
には起こすだけのその人なりのプロセスがある。その
プロセスを学生と一緒にあせらずにたどってみる。又
学生なりのわけがあることに目を向けてかかわること
が大切である。見藤は1）L般的人間観で学生を見て
いる時には学生を変えることはまずできないが、一人
一人の学生の体感レベルの経験に教育の手が及ぶ時、
学生は変わりうるのだ」と述べている。また2）「主体
性を育むには個人の体感レベルに入り込むかかわりが
必要である」と述べている。では、体感とは何か、体
感に入り込むかかわりとはどうすることか検討した。
つまり、　“今、あなたは何を感じているか”その時の
学生の感じている事実を大切にすることである。見藤
は3）「人の成長する力を支えるとは、その子のもてる
力を伸ばすということであり、最も重要なことは、そ
の人の感覚しているものをはっきりと意識化し、それ
を他者に伝えていけること」4）「人への理解力とは、
あなたをこう理解したがよろしいかと相手に確かめ、
間違っていたら自分のものさしを修正する」「今、ど
んな感じ？　と問うことが、その人をわかろうとする
ことである」と述べている。又、5）「感じ」について、
次のように述べられている。「〈感じ〉は意識化され
ていない場合が多い。人は〈考え、思い〉を多く表現
する。〈考え、思う〉前に〈感じる〉のである。〈考
え、思う〉は枠組みや価値基準のついたものであるか
ら修正可能である。〈考え、思い〉で人を判断するこ
とは、人を決めつけで判断したり誤解するもとになり
やすい」。
　以上より、計画は立ててくるべきだという教師の思
いは、出来事だけに目を向け、一方的に学生と対応し
ている為、充分なかかわりになり得ていないことがわ
かる。つまり出来事だけに目を向けて、学生のありの
ままの感じ、気持ちに目が向いていないことである。
教師のべき論的枠に当てはめてみてしまうと本当に学
生の気持ちや真の姿はみえてこない。起きた出来事だ
けを追求するかかわりであれば何の変化もなく、学生
自身も真の気持ちを吐露するまでには至らない。逆に
厚い壁をつくることになり、何の変化も理解できない。
時間をかけて学生の内面に手が届くようなかかわりの
中で、学生が心開くよう見守ることが大切であるとい
うことである。そのプロセスは教師がたどらせるプロ
セスでなく6）「温かい受容的な雰囲気があれば学生が
自然にたどるプロセスなのだ…」という見藤氏の説が
私達に重要な意味をもち、体感にかかわることの重要
性がわかった。
VI　まとめ
　今回は“患者に拒否された学生”の事例にスポット
をあて教育ミーティングで検討したことを報告した。
これらを通して確認したこ’とは、教師の建前としての
べき論の枠で学生を見ている傾向があるということで
ある。学生の主体性を育むかかわりをする為に、今後
の実習指導のあり方としては、温かい受容的な雰囲気
で、起きた出来事のプロセスをたどりながら体感レベ
ルに入り込むかかわりが必要であることを学んだ。
　今後の課題としては、体感にかかわるというかかわ
り方を目指して事例検討を重ねる。その方法として、
場面を再構成し客観止しながら真に自分のものに出来
るよう努力していきたい。
W　おわりに
　この検討結果をもとに、現在は実習中のかかわりに
ついて再構成し、新たなメンバーも加わって引き続き
検討している。プロセスレコードや再構成などを活用
することにより、意識して努力するようになり、同じ一
悩みをもちながらお互いに相談できるようになった。
よいかかわりができることを目指して努力していきた
いと考えている。
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